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•  
 

令
和
5
年
11
月
29
日
に
「
ド
ッ
グ
セ
ラ
ピ
ー
」

を
行
い
ま
し
た
。
日
本
で
人
を
助
け
る
動
物
は
盲

導
犬
が
有
名
で
す
が
、
セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ
グ
は
、
高

齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方
を
認
識
で
き
る
よ
う
特

別
な
訓
練
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
人
が

犬
の
頭
や
体
を
撫
で
て
も
安
心
し
て
ふ
れ
あ
う
事

が
で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
は
医
学
的
に
も
健

康
に
良
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
認
知
症
予
防
や
心

身
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

京
都
綾
部
き
き
ょ
う
の
郷  

❉
1
号
館  

長
期
入
所
80
名 

❉
1
号
館  

短
期
入
所
20
名 

❉
2
号
館  

長
期
入
所

100
名 

 

運
営
方
針 

① 

利
用
者
一
人
一
人
の
意
思
及
び
人
格
を
尊
重
し
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
き
、
そ
の
居
宅
に
お

け
る
生
活
へ
の
復
帰
を
念
頭
に
置
い
て
、
入
所
前

の
居
宅
に
お
け
る
生
活
と
入
所
後
の
生
活
が
連

続
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
、
各
ユ

ニ
ッ
ト
に
お
い
て
利
用
者
が
相
互
に
社
会
的
関

係
を
築
き
、
自
律
的
な
生
活
を
営
む
こ
と
を
支
援

す
る
。 

② 

地
域
や
家
庭
と
の
結
び
付
き
を
重
視
し
た
運
営

を
行
い
、
市
町
村
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
、
居

宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
他
の
介
護
保
険
施
設
そ
の

他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め
る
。 

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

京
都
綾
部
こ
す
も
す
の
郷 

❉
1
号
館 

18
名 

（
9
室×

2
ユ
ニ
ッ
ト
） 

❉
2
号
館 

18
名 

（
9
室×

2
ユ
ニ
ッ
ト
） 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

癒 

し 

の 

時 

間 

を 

令和 6 年 1 月 15 日 発行 

《
掲
載
内
容
》 

・
癒
し
の
時
間
を 

・
ユ
ニ
ッ
ト
紹
介 

・
季
節
の
作
品
紹
介 

・
昼
食
作
り 

・
生
け
花
づ
く
り 

・
今
日
の
献
立 

第46 号 

  
参
加
さ
れ
た
皆
様
は
、「
犬
は
家
で
飼
っ
て
い
た
か
ら
好
き
な
ん
や
。」「
か

わ
い
い
な
あ
、
触
ら
し
て
も
ら
っ
て
も
よ
い
の
？
」
な
ど
笑
顔
で
話
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
癒
し
の
時
間
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

今
後
も
皆
様
が
健
や
か
に
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、
努
め
て
参
り
ま

す
。 

 



              

 

今年もユニットに 

サンタがやってきました‼ 

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
（
あ
じ
さ
い
・
あ
さ
が
お
ユ
ニ
ッ
ト
） 
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
！
（
む
く
げ
・
く
ち
な
し
ユ
ニ
ッ
ト
） 

あじさい・あさがおユニット 

主任 山口弘美 

歌が好きな方が多く、歌集を見ながら昔の歌を歌ったり、 

歌謡曲を観て一緒に口ずさんだりして過ごされています。 

お一人お一人の気持

ちに寄り添い、心穏

やかに過ごして頂け

るよう支援して参り

ます。 

むくげ・くちなしユニット 

係長 坂本 光 

利用者様が笑顔になれる

催し物を行っています。 



                         

                          

「寒くなって来て、鍋が食べたいなあ」とのご利用

者様の声があり、綾部産の野菜を使用し、皆様で一緒

にみそちゃんこ鍋を作りました。 

野菜を切る時から昔話で会話が弾み「あったまって

美味しいわ」と笑顔で鍋を囲みながら最後に雑炊を、

また、おやつにはフルーチェを召し上がられました。 

今後も利用者様の声を聴きながら季節が感じられ

る様々な行事を楽しんで頂ける様、努めて参ります。 

 

昼 

食 

作 

り
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

京
都
綾
部
こ
す
も
す
の
郷
） 

生け花 20 セットの寄付を受け、特養

とグループホームの利用者様が、生け

花に取り組まれました。「かわいい花や

ね」「なんていう花やろ」と花を生けな

がら会話も弾み、笑顔の花を咲かせて

おられました。 



                             

                            

季 

節 

の 

作 

品 

紹 

介 

今 

日 

の 

献 

立 

元旦昼食  

おせち盛り合わせと赤飯 

１月２日昼食 

ちらし寿司・茶碗蒸し 

『今年も元気に 

お過ごしください』 

の思いを込めて。 

元旦朝食 祝い膳  

さっくり餅のお雑煮 

 

 


